






 

結論 

 甲状腺ホルモン機能は生後1歳過ぎより安定化するが,乳児期前半ではT4→rT3変換系の

優位が認められる。 

 TSH が抑制され,T3,rT3 が正常範囲にコントロールされ,かつ知能発達,身体発育に悪影

響をおよぼさない L-T4 投与量は初期投与量として 8μg/㎏/day,6 ヶ月～2 歳 5～6μg/㎏

/dayと考えられ,従来言われている乳児期のL-T4補充量8～10μg/㎏/dayは過剰と想像さ

れる。 


